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助成活動名 若年女性や DV 被害者世帯の居場所づくりと保護 

助成額     1,000,000 円 

活動内容 

目的 

 
現在、当団体では DV・虐待等困難を抱える人向けの 24 時間相談窓口、ひ

とり親家庭等向けの相談窓口、若年女性向けの相談窓口の 3 つの相談窓口を設
けているが、昨今、若年女性によるシェルター保護依頼が増加している。この
ことから、困難な問題を抱える女性への支援に関する法律(女性支援新法)の改正
により女性が一人でも多くの声を挙げることができるようになっているように
感じる。 

保護から回復期に向けて支援する中で見えてくる課題として「幼少期から虐
待経験がある」ことが多く見られる。こうした要因を持ちつつ成長する過程
で、大人・他人への助けを求めることを知らないことから SNS 等で保護しても
らうものの、その結果貧困・ビジネス等の問題に遭遇しうることも無視できな
い。そのような人を、当団体では DV 被害者親子と同様に自団体で賃借する物
件でシェルター保護しているが、金銭的、将来的なサポートに時間を要してい
る。 
 
DV 被害者や若年女性の支援として必要なことは 
①居場所 
②シェルター 
であると考える。 
 
①があることで、保護に至らないものの困難を抱える若年女性への貧困支援が 
可能になり、②があることで、犯罪に巻き込まるのを防ぐこともできるのでは 
ないだろうか。 
被虐待児から DV の被害者や加害者にならないようにしていきたい。 
 

内容 

 
①居場所開設 
・2025 年 4 月～6 月居場所開設準備 
・2025 年 7 月～利用開始 
開催場所：一般社団法人 SGSG 運営のカフェ「Verde」 
 
居場所毎月２回(第２・３月曜 15 時～19 時) 
女性や親子の居場所として気軽に立ち寄れるようにしていく。アウトリーチ活 
動などもしながら、居場所での相談からシェルター保護や行政や他団体への連 
携等支援をした。特に若年女性が参加しやすくなるようにお菓子つくりなども
開催した。開催場所は岡山市受託事業でも利用しているカフェの前時間を
「GirlsLink カフェ」として 15 時～19 時に利用することにした。 



 
②シェルター保護 
・2025 年 4 月～本助成にて運営 
利用者人数：年８人 
利用対象者：単身女性、DV 被害親子 
●利用者の想定 

DV 被害や虐待で虐げられている母子や女性 
● 期待される成果や目指していること 

DV 被害・虐待被害者保護は予測されるものではなく当事者が安心して避難で
きることで、避難後の生活から自立回復までのフォローをし、当事者が自立
し、虐げられることのない社会生活を送ること 

 

当初の
計画か
らの変
更点 

 
①居場所開設 
1)居場所開設日の周知にも役立つため、 

開設時間を別事業にて開設している 19 時~22 時の前の時間帯に開設した。 
2)こころのケア講座は岡山市補助金で開催することとなったため、 

本助成では開催しなかった。ただし、本助成事業での周知を行うことができた。 
 
②シェルター保護 

当初予定していたシェルター保護場所を変更した。 
 

成果 

 
① 居場所開設 

本年度は延べ 42 名（1 か月あたり約 5 名） の参加があった。 他事業との連
携が可能となるよう運営時間を調整したことで、若年女性が早い時間帯から来
所しやすくなり、Girls カフェ Link への参加者が増加した。また、夜間の街
頭パトロールで声掛けを行った若年女性の来所も増え、支援につながる導線が
強化された。 
これらの成果を受け、岡山市からは女性の居場所事業において、夜間だけでな
く昼間の時間帯も含めた運営時間の延長が求められるようになり、2026 年度
は行政の取り組み内で運営することが出来るようになった。 
地域のニーズに応じた柔軟な運営体制を構築することができた。 
 

② シェルター保護 
8 名 の利用があり、 
・単身女性：4 世帯 
・母子：2 世帯 の受け入れを行った。 
自立回復に向けては、以下のような支援を実施した。 
・母子世帯：他機関と連携し、新たな生活基盤づくりに向けた支援を実施。住

まい・就労・子育てなど複数の課題に対し、切れ目のない支援を提
供した。 

・若年女性：食事の作り方や浴衣の着付けなど、幼少期に十分な経験が得られ
なかった生活体験を一緒に行うことで、安心できる人とのつながり
を形成することができた。 

これらの取り組みにより、利用者が新しい生活へ踏み出すための基盤づくりを
支え、安心・安全の確保と自立に向けた回復支援の質が向上した。 
 
また、当団体について山陽新聞から取材を受けた 

(:2025/10/12 朝刊 『若年女性の居場所「Girls カフェ Link」』)。 
 

今後の課題と対
応策 

【課題】支援ニーズの増加に対する組織基盤の強化 
利用者の増加と課題の複雑化により、組織としての体制整備が求められている。 
【対策】 
・スタッフの研修機会を増やし、支援スキルの底上げを図る 
・事業間の連携フローを明確化し、支援の質とスピードを向上させる 

 



写真の提出 

 
①居場所事業「Girls カフェ Link」－女子の居場所― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チラシ              メイクやネイル遊びなどを行った 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 居場所では、おやつ作りや個々に落ち着くスペースを設けられた。 
 
 
②シェルター保護 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 浴衣を初めて着たり、弁当を作ったり体験を提供できた。  シェルター利用場所 
 

 


